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「在宅医療出前講座」について
我が家で自分らしく生き、暮らし続けるために

米子市博労町　神　鳥　高　世

　皆様、よくご存じのように西部医師会では、近い
将来の超高齢化社会における在宅医療の在り方や
その推進方法を検討するために、平成23年４月よ
り「西部医師会在宅医療推進委員会」を立ち上げて
検討を続けております。委員会は平成25年７月ま
でに11回開催されました。参加者は回を重ねる毎
に増え最終的には医師会役員、県行政、米子市、米
子保健所、大学、病院勤務医、開業医など総勢40
数名となっています。現在は、かかりつけ医支援、
あんしん手帳作成、多職種連携研修会、委員会ホー
ムページ作成などの具体的プロジェクトが話し合わ
れ、11のプロジェクトチームを組織し対応するこ
ととなりました。私も、公民館での在宅医療講演会
（出前講座）パワーポイント（PPT）ファイル作成
チームのリーダーとして活動することになりまし
た。メンバーは、役員からは野坂会長、飛田副会長、
安達・辻田両常任理事、寶意理事、小林理事、勤務
医からは神戸先生、開業医からは小田先生、福田先
生、三上先生、保健所からは大城先生、米子市から
は川上保健師、それに私の13名です。
　当プロジェクトの第１回目の会議は平成26年１
月16日（木）に開催し、たたき台のPPTファイル（野
坂会長、飛田副会長、鳥大谷口教授、米子医療セン
ター山本副院長の講演された内容と私の調査資料な
どを参考に作成したもの）をもとに侃々諤々の議論
があり、ご参加の皆様のご意見を集約し、再作成し

たものを改めて検討することとなりました。
　第２回は２月４日（火）に開催し、前回は私がパ
ワーポイントの取り扱いに不慣れでもたついたこと
を反省し、医師会事務局の小林さんの協力でその場
でご意見を即スライドに反映する形で会議を行いま
した。幸い多くの先生方のコンセンサスが得られ、
最終的には最大公約数的なファイルが出来上がった
とものと考えています（内容につきましては、西部
医師会ホームページに後日掲載する予定となってい
ます）。
　その後、２月20日（木）の西部医師会一般公開
健康講座で出来上がったPPTファイルを用いて講
演し、手前味噌ではありますが評判は上々だったと
思っています。これまでに、米子市公民館長会議、
米子市各地区自治連合会長会議、米子市民生連協議
会などに出席し本講座について説明し講座開設をお
願いしました。平成26年度は17件ほど開催要請が
来ているようです。
　この在宅医療の出前講座は、委員会のメンバーだ
けで講師を務めるのではなく、多くの会員の先生方
にも講師をお務めいただくことにより、初めて実り
のあるプロジェクトになるものと考えています。先
生のお住まいの地区公民館で講座が開催される際に
は、どうかすすんで講師をお引き受け頂きますよう
にお願い致します。

在宅医療

完成したパワーポイントの表紙 あんしん手帳も配布しました
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講演の模様

パワーポイントの内容（一部）

・ 老々でもお一人様でも在宅で最期が迎えられる
のは心強いことでした。あんしん手帳も大きな
字、必要事項をもらすことなく記入できるので
心強いことです。例えで二人の方の最期の過ご
し方も印象的でした。乳がんの女性の話も「子
どもたちへの命の伝達」も心に残りました。

出前講座を受講された方々の感想（抜粋）
２月20日（木）米子文化ホール ・ とても良いお話を聞きました。死に方を決める

ことは良く生きることなのだと思いました。

・ 有意義な感動的な講演を聞かせていただきまし
た。実母をかかえているので、今後の参考にさ
せていただきます。又、今回のような話をもっ
とたくさんの方々に聞いてほしいと思いました。

・ とても参考になった。身近なことをわかりやす
く話してごされとても参考になりました。


